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１ 「学び方指導体系表」作成について 

  令和２年度から実施される学習指導要領では，総則において「子供たちが，学習内容を人生や社会の

在り方と結び付けて深く理解し，これからの時代に求められる資質・能力を身に付け，生涯にわたって

能動的に学び続けることができるようにするためには，これまでの学校教育の蓄積を生かし，学習の質

を一層高める授業改善の取組を活性化していくこと」の必要性や，「我が国の優れた教育実践に見られ

る普遍的な視点である『主体的・対話的で深い学び』の実現に向けた授業改善（アクティブ・ラーニン

グの視点に立った授業改善）を推進する」ことが求められている。 

また，「学校図書館（略）の利活用」では「学校図書館を計画的に利用しその機能の活用を図り，児

童（生徒）の主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善に生かすとともに，児童（生徒）の自

主的，自発的な学習活動や読書活動を充実すること。」として，「これからの学校図書館には，読書活動

の推進のために利活用されることに加え，調べ学習や新聞を活用した学習など，各教科等の様々な授業

で活用されることにより，学校における言語活動や探究活動の場となり，主体的・対話的で深い学びの

実現に向けた授業改善に資する役割」が一層期待されている。 

 こうした「生きる力」をはぐくむためには，児童生徒が「課題設定，情報の選択・収集，情報の記

録・整理，情報をまとめ伝え合う」という一連の学び方（情報リテラシー）を身に付けていくことが

必要である。 

 

２ 「学び方指導体系表」改訂について 

学習指導要領の改訂にともない，使用する教科書の内容も変更となっており，このたび「学び方指導

体系表」の見直しを行った。なお，中学校は，令和２年度に教科書採択が行われるため，現行のままと

している。授業実践の活性化を願い，授業者と学校図書館担当者とが共通理解を図り，各教科等におい

て情報リテラシーに関する学び方指導を行う際のよりどころとなることを目指し改訂を行った。 

記載した指導事項等は，学習指導要領及び松江市で使用する教科書に即している。教科は国語科を中 

 心に，社会科，理科，生活科等の教科書に記載されている言葉を使用している。 

 

３ 「学び方指導体系表」の見方 

① 「学び方指導体系表」の形式は，横軸を児童生徒の発達の段階に即して，小中一貫教育の「４・３・

２」の教育区分とし，さらに学年に区分した。また，縦軸を学習過程に即して「知る」，「見つける」，

「つかむ」，「読み取る・考える」，「まとめる・伝え合う」とし，さらに具体的な学習内容に合わせ項

目に区分している。 
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②  指導事項等は，小学校の国語科の教科書で示されている初出の学年を記載した。児童生徒や学校

の実態にあわせ，必要に応じ示されている学年より早い学年で取り組むこともある。 

中学校についても，中学校の教科書の初出の学年を記載している。よって，小学校との重複があ

る。中学校では，小学校でどのような力をどのくらい身に付けてきたのかを把握し指導していただ

きたい。 

③ 小中ともに国語科の教科書の指導事項等（「言葉の力」）を基本とした上で，小学校では生活科（「が

くしゅうずかん」），社会科（「学び方コーナー」），理科（「わたしの自由研究」「理科の調べ方を身に

つけよう」），中学校では地理・歴史（「技能をみがくコーナー」），公民（「調査の達人コーナー」），理

科（「巻頭・巻末資料」「基礎操作」），技術・家庭科，英語（「学び方コーナー」）の内容を参考に記載

した。「＊思考ツールの利用」を１年生から記載している。授業のねらいにあわせて，学習の様々な

場面で活用していただきたい。（思考ツールの例：ベン図，イメージマップ，マトリックス，ピラミ

ッド図，マッピング，ウェビング，フローチャート，Ｘチャート，ＫＪ法等） 

④ 「学び方指導体系表」に記載している指導事項等と関連している単元を，別紙にて記載している。

（国語科・社会科・理科・生活科のみ）。「学び方指導体系表」に記載しないが参考となる指導事項等

については，記号を変えて単元関連表に記載している。なお，総合的な学習の時間については，各校

の取組に応じて記載できるように空欄としている。 
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朝 酌小学校 司書教諭  梅田 祥子   大 庭小学校 学校司書 門脇久美子 

美保関小学校 司書教諭 和田由里子   古 江小学校 学校司書 多久和佑果 

 宍 道小学校 司書教諭 木下 浩美   竹 矢小学校 学校司書 瀧  敬子 
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